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国道442号線にあるあじさい通り
今年も綺麗に咲きそろいました

きよい里 きよい品 きよい心きよい里 きよい品 きよい心
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赤馬場駐在所落成式

少年武術錬成大会

決意表明をする野中巡査長（右）

５月30日（水）

６月17日（日）

　熊本地震で敷地や建物が損壊し、鬼山から役場敷地
内に移転した赤馬場駐在所の落成式が行われました。
　地震後は小国警察署に仮移転して業務を行われて
いましたが、今年３月末に建物が完成しました。
　落成式には警察関係者のほか、駐在所連絡協議会
員や警察協議会員など 32 人が出席しました。
赤馬場駐在所員として赴任した野

の な か

中翔
しょうた

太巡査長は
「新築駐在所と同じく気持ちを新たに、住民から信
頼される駐在所を目指したい」と宣誓されました。

　玉名天水体育館にて少林武術第 6 回錬成大会
が行われ、南小国道場から 9 人の拳士が出場し
以下の成績を収めました。

散打の部（組手）
最優秀賞	 	 	 敢闘賞
高
たかはし

橋健
けんたろう

太郎（田の原）	 	 北
きたざと

里心
みゆ う

結（田の原）
優秀賞	 	 	 	 橋

はしもと

本拓
たく み

己（志童子）
兵
ひょうどう

頭虎
とらひで

英（田の原）
北
きたざと

里大
だい ち

地（黒川）
高
たかはし

橋さくら子
こ

（田の原）

套路の部（型）
優秀賞	 	 	 　敢闘賞
北
きたざと

里心
みゆ う

結（田の原）	 　高
たかはし

橋さくら子
こ

（田の原）
兵
ひょうどう

頭虎
とらひで

英（田の原）
北
きたざと

里大
だい ち

地（黒川）

木質バイオマス発電施設
稼働開始

木質バイオマス発電機の前で握手を
交わす俵さん（左）と髙橋町長（右）　

６月28日（木）

　大仁産業が設置した国内初導入のシステムとなる
小型木質ガス化発電施設が本格稼働を開始しました。
　木質バイオマスは南小国町・小国町の間伐材を燃
料に活用し発電します。
　発電で発生する熱はキクイモの乾燥やビニールハ
ウスでのマンゴー栽培に利用するそうです。
　代表の俵

たわら

一
かずゆき

幸さん（森園）は「間伐材を使うこと
で林業の活性化にもつながる。キクイモやマンゴー
を町の特産品にしたい」と話されていました。
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まちのわだい



子
育
て
を
楽
し
め
て
い
ま
す
か
？

　

子
育
て
は
、
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
毎
日
で
す
。

24
時
間
、
年
中
無
休
、
待
っ
た
な
し
で
、

大
変
だ
と
思
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る

で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
子
育
て
で
大
切
な

こ
と
や
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
で
す
べ
て
が

解
決
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

毎
日
一
生
懸
命
子
育
て
を
し
て
お
ら
れ

る
ご
家
族
が
、
少
し
で
も
楽
し
く
子
育

て
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
子
育
て
で
大
切
な
こ
と

①
遊
び

　

遊
び
を
通
し
て
、
五
感
の
働
き
や
運

動
能
力
、
指
先
の
器
用
さ
、
意
欲
、
忍

耐
力
、
社
会
性
、
生
活
習
慣
、
ル
ー
ル

な
ど
様
々
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
き

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
月
齢
に
応
じ
た
遊

び
を
、
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
し
つ
け

　

し
つ
け
は
親
子
の
信
頼
関
係
を
築

き
、
生
活
す
る
う
え
で
良
い
こ
と
や
悪

い
こ
と
、社
会
の
ル
ー
ル
な
ど
を
学
び
、

生
き
て
い
く
力
を
育
む
こ
と
で
す
。
上

手
に
ほ
め
て
、
上
手
に
叱
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

・
ほ
め
る

　

子
ど
も
は
ほ
め
ら
れ
る
と
う
れ
し
い

気
持
ち
に
な
り
、
次
へ
の
意
欲
や
自
信

に
つ
な
が
り
ま
す
。小
さ
な
こ
と
で
も
、

子
ど
も
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
目
を
向

け
て
、
ほ
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

※［
認
め
る
］あ
り
が
と
う
、う
れ
し
い
、

す
ご
い
、
上
手
だ
ね
な
ど

　
［
励
ま
す
］
大
丈
夫
、
心
配
な
い
よ
、

も
う
一
度
や
っ
て
み
よ
う
な
ど

・
叱
る

　

子
ど
も
は
、
危
険
な
こ
と
、
や
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
の
判
断
を
大
人
か
ら

学
ん
で
い
き
ま
す
。
危
険
な
こ
と
を
し

た
ら
、「
危
な
い
よ
」
と
本
気
で
叱
っ

た
り
教
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
公
共
の
場
で
騒
ぐ
場
合
は
、

そ
の
場
で
す
ぐ
に「
静
か
に
し
よ
う
ね
」

「
み
ん
な
の
迷
惑
に
な
る
か
ら
ね
」
と

社
会
の
ル
ー
ル
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

③
早
寝
早
起
き

　

寝
る
時
間
は
年
齢
に
よ
っ
て
多
少
異

な
り
ま
す
が
、
夜
９
時
を
目
標
に
、
一

旦
子
ど
も
を
寝
か
し
つ
け
て
、
そ
の
後

に
残
り
の
用
事
や
自
分
た
ち
の
時
間
を

楽
し
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

寝
る
前
に
、
子
ど
も
が
喜
ぶ
か
ら
と

興
奮
さ
せ
す
ぎ
る
と
、
寝
る
気
持
ち
に

な
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
寝
る
前

は
、
落
ち
着
い
た
静
か
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　

睡
眠
や
食
事
、排
泄
の
リ
ズ
ム
が
整
っ

て
く
る
と
、
や
る
気
が
湧
き
、
何
事
に

も
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
す
。
家
族
み
な
さ
ん
で
生
活
リ

ズ
ム
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

④
子
ど
も
の
ペ
ー
ス
を
見
守
る

　

子
ど
も
は
そ
れ
ぞ
れ
に
可
能
性
を

持
っ
て
お
り
、
そ
の
可
能
性
を
引
き
出

す
に
は
、
そ
の
子
の
成
長
や
行
動
の

ペ
ー
ス
を
大
切
に
し
て
見
守
る
こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

　

励
ま
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
る
と
、

何
と
か
し
て
や
ろ
う
と
意
欲
を
見
せ
て

き
ま
す
。
経
験
の
積
み
重
ね
で
出
来
る

こ
と
が
増
え
て
い
き
、
自
信
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

⑤
達
成
感
を
持
た
せ
る

　

た
く
さ
ん
の
経
験
を
す
る
こ
と
で
、

色
ん
な
事
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
見
よ

う
見
真
似
で
も
、
繰
り
返
し
経
験
を
さ

せ
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

経
験
に
は
、
成
功
経
験
と
失
敗
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
自
立
の
た

め
の
貴
重
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

成
功
の
経
験
は
自
信
に
つ
な
が
り
、
失

敗
の
経
験
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と

考
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。

⑥
わ
か
る
言
葉
で
伝
え
る

　

親
御
さ
ん
が「
あ
っ
ち
」「
あ
れ
し
て
」

な
ど
と
抽
象
的
な
言
葉
で
言
っ
て
し
ま

う
と
、子
ど
も
は
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

具
体
的
な
言
葉
で
、
短
く
は
っ
き
り
伝

え
る
こ
と
で
、
ど
う
動
け
ば
よ
い
か
分

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

⑦
予
告
を
す
る

　

人
は
急
に
何
か
を
言
わ
れ
た
り
い
つ

も
と
違
う
行
動
を
と
ら
さ
れ
る
と
、
見

通
し
が
つ
か
ず
不
安
に
な
る
事
が
あ
り

ま
す
。
前
も
っ
て
こ
れ
か
ら
や
る
こ
と

や
起
こ
る
こ
と
を
予
告
す
る
こ
と
で
、

見
通
し
が
つ
き
安
心
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

⑧
比
較
は
避
け
る

　

た
と
え
兄
弟
で
も
、
同
じ
よ
う
に
育

て
た
つ
も
り
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な

違
い
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
他
の
人

と
比
べ
て
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
子
な
り
の
成
長
発
達
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
を
認
め
て

あ
げ
る
こ
と
で
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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■現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」（水色）をお持ちの人 

平成３０年７月３１日で有効期限が切れますので、新しい「限度額適用･標準負担額減額認定証」（黄色）を 

７月中に郵送します。８月１日からご使用ください。 

■新しく申請が必要な人 

所得区分Ⅰ・Ⅱの人で、「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちでない人は、外来および入院で受診 

される際に、この認定証が必要となりますので、町民課に申請してください。 

【申請に必要なもの】 ・後期高齢者医療被保険者証  ・印鑑（認め印可） 

 

■入院・外来時の自己負担限度額および入院時の食事代（※８月１日から） 

負担 

割合 

 

所得区分 

  

外来＋入院 

（世帯単位） 

 

入院時の食事代（１食当たり）  外来 

（個人単位）

３割 

現役並み所得者Ⅲ 

(住民税課税所得 

690 万円以上の方)

252,600 円＋（総医療費-842,000 円）×1%

＜多数回 140,100 円＞ 

460 円 

指定難病患者の方などは 

260 円の場合もあります 

現役並み所得者Ⅱ 

(住民税課税所得 

380 万円以上の方)

167,400 円＋（総医療費-558,000 円）×1%

＜多数回  93,000 円＞ 

現役並み所得者Ⅰ 

(住民税課税所得 

145 万円以上の方)

80,100 円＋（総医療費-267,000 円）×1%

＜多数回  44,400 円＞ 

 

 

 

一 般 

18,000 円 

（年間上限 

14.4 万円） 

57,600 円 

4回目以降 44,400円（※1）

１割 

 

 

区分Ⅱ 

（※2）   
8,000 円 24,600 円 

過去12か月で90日までの入院  

  210円 

過去12か月で91日目からの入院

160円（※4） 

区分Ⅰ 

(※3） 
8,000 円 15,000 円    100 円 

◎入院時の食事代について、療養病床に入院する場合は金額が異なりますので、入院時に医療機関にお尋ね 

ください。 

（※1）過去 12 か月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が 4回以上あった場合、4回目以降は＜＞内の金額と 

なります。 

(※2) 区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方(区分Ⅰ以外の方)。 

（※3）区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除｛（年金の所得は控除額 

    を 80 万円として計算)を差し引いたときに 0円となる方｝ 

（※4）過去 12 か月以内の入院日数が 90 日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が 160 円になります。 

     

 

 

 

  平成３０年８月から、３割負担の方で、住民税課税所得１４５万から６８９万円の方（現役並み所得者Ⅱ 

とⅠの方）について、医療機関での支払いが高額になる可能性がある場合（例 入院される場合等）、必ず 

町民課で「限度額適用認定証」の交付を申請し、医療機関に提示してください。 

  ※「限度額適用認定証」が提示されない場合、医療機関での支払い額が高額になる場合がありますので 

   ご注意ください。 

 

【お問い合わせ先】町民課 戸籍住民係 ☎４２－１１１３ 
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現在お持ちの保険証（水色）の有効期限は、平成３０年７月３１日までとなっています。 
新しい保険証（黄色）は、７月中に簡易書留で郵送いたしますので、８月１日からは新しい保険証（黄色）を使

用してください。現在お持ちの保険証（水色）は、８月１日以降に、町民課へお返しください。 
新しい保険証（黄色）に記載してある一部負担金の割合は、平成３０年度の市町村民税の課税所得をもとに判定

しています。 
 
 
【８月１日からの新保険証（黄色）】               【一部負担金の割合】 

     
 

 

 

 

 
 

現在、休日や夜間における救急医療への受診が増え、 

緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたしています。必要な方が安心して医療が受け 

られるように、医療機関の受診や薬局でお薬をもらう際には、下記のことに留意しましょう。 

 

●体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間の診療時間内に受診しておきましょう。休日や夜間に救急外

来を受診することは、重症の患者さんへの対応が遅れてしまう心配があるだけではなく、医師の負担が増

え、医療費も割増料金で高くなります。 

●かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、早めに相談しましょう。 

●同じ病気で複数の医療機関を受診することは、医療費を増やすだけでなく、重複する検査や投薬により、

かえって体に悪影響をあたえてしまう心配もあります。今受けている治療に不安などがあるときには、そ

のことを医師に伝えて相談してみましょう。 

●後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみます。ジ

ェネリック医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬品希望カード」を医療機関や薬局に提示し、利用

について相談しましょう。 

●薬には副作用があります。複数の薬を使用する場合は、飲み合わせによって副作用が強くでることもあり

ますので気をつけましょう。 

●かかりつけ薬局を持ち、お薬手帳を活用して、飲み合わせや余っている薬に関して、医師や薬剤師に相談

しましょう。 

 

 

同一世帯の後期高齢者医療被保険者の

うち、市町村民税の課税所得が１４５

万円以上ある人がいる世帯の被保険者

 

上記条件に該当しない世帯の被保険者

 

（病院等での窓口負担）

３ 割 

 

（病院等での窓口負担）

１ 割 
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町
税
Ｑ
＆
Ａ

～
町
県
民
税
編
～

Ｑ　

現
在
、
収
入
が
な
い
の
に
納
税
通
知

書
が
届
い
た

Ａ　

町
県
民
税
は
前
年
（
１
月
１
日
～
12

月
31
日
）
の
収
入
に
対
し
て
、
翌
年
１
月

１
日
に
住
所
が
あ
る
市
町
村
で
課
税
さ
れ

ま
す
。
現
在
、
収
入
が
な
い
方
で
も
、
前

年
に
収
入
が
あ
れ
ば
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
逆
に
前
年
収
入
が
な
け
れ

ば
、
今
年
収
入
が
あ
っ
て
も
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。
町
県
民
税
は
常
に
１
年
遅
れ
て
課

税
さ
れ
る
事
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

亡
く
な
っ
た
人
の
税
金
は
誰
が
払
う

の
で
す
か
？

Ａ　

町
県
民
税
は
、
１
月
１
日
現
在
で
住

所
が
あ
っ
た
市
町
村
で
、
課
税
さ
れ
ま

す
。
納
税
通
知
書
発
送
前
に
亡
く
な
ら
れ

て
も
、
そ
の
年
分
の
納
税
義
務
は
相
続
人

が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納

税
通
知
書
は
相
続
人
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
お
酒

を
販
売
す
る
に
は
税
務
署
長
の
免
許
が
必

要
で
す

　

入
手
困
難
な
焼
酎
等
の
お
酒
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
継
続
的
に

出
品
し
販
売
す
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
酒
類
の
販
売
業
を
し
よ
う
と
す

る
方
は
、
販
売
場
を
所
轄
す
る
税
務
署
長

か
ら
通
信
販
売
酒
類
小
売
業
免
許
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

無
免
許
販
売
を
行
っ
た
場
合
、
酒
類
の

没
収
、
罰
金
等
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
酒
類
の
販
売
業

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
な
ど
、
お
分
か
り

に
な
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、阿
蘇
税
務
署
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
・
喪
失
の

届
出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

■
国
民
年
金
保
険
料
の
「
後
納
制
度
」
に

つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
期
限
か
ら

２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
法
律
改
正
に
よ
る
時
限
措
置

と
し
て
、
過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
後
納
制
度
」
が
平
成
27
年
10
月
か

ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金
の
受
給
が
で
き

な
か
っ
た
方
が
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
利
用
す
る
と
き
に
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

「
熊
本
東
年
金
事
務
所
」

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

ま
た
は

「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

※
お
問
い
合
わ
せ
の
と
き
は
、
年
金
手
帳

な
ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

「
わ
た
し
と
年
金
」

エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
て
い
ま
す

■
テ
ー
マ

　

応
募
者
本
人
や
家
族
な
ど
の
身
近
な
方

と
公
的
年
金
制
度
と
の
関
わ
り
な
ど
、「
わ

た
し
と
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ

イ
。
公
的
年
金
の
大
切
さ
、
ま
た
は
社
会

保
障
と
し
て
の
公
的
年
金
の
意
義
な
ど
に

つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
ん
だ
内

容
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

■
応
募
資
格

　

一
般
、
学
生
・
生
徒
（
中
学
生
以
上
）

■
応
募
要
領
（
郵
送
）

・
日
本
語
で
千
～
２
千
文
字
以
内
で
、

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
の
場
合
は
３
～

５
枚
、
ワ
ー
ド
文
書
形
式
の
場
合
は
、
原

稿
横
書
き
、
１
～
２
頁
程
度
（
Ａ
４
版
、

40
字
×
35
行
）

・
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
住

所
、
電
話
番
号
、
職
業
や
所
属
（
学
校
名

な
ど
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
め
切
り

９
月
14
日（
金
）
当
日
消
印
有
効

※
郵
送
の
み

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

〒
１
６
８
‐
８
５
０
５

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
３
‐
５
‐
24

日
本
年
金
機
構　

サ
ー
ビ
ス
推
進
部

サ
ー
ビ
ス
推
進
グ
ル
ー
プ

「
わ
た
し
と
年
金
」
担
当

☎
０
３（
５
３
４
４
）１
１
０
０

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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熱
中
症
対
策

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
暑
く
な
り
、
熱
中

症
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

熱
中
症
の
症
状
は
一
様
で
は
な
く
、
症

状
が
重
く
な
る
と
生
命
へ
危
険
が
及
ぶ
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
適
切
な
予
防
方
法

を
知
り
、
熱
中
症
の
発
生
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。　

◎
熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は　

・
炎
天
下
で
の
作
業
を
な
る
べ
く
避
け
ま

し
ょ
う
。

・
喉
が
渇
い
た
と
思
う
前
に
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

水
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
体
調

が
悪
い
時
は
無
理
を
し
な
い
で
下
さ

い
。

小
国
高
校
救
急
講
習

　

６
月
７
日（
木
）に
小
国
高
校
で
３
年
生

を
対
象
と
し
た
救
急
講
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
（
１
・
２
年
生
は
６
月
15
・
16
日
に
実

施
）。
消
防
職
員
の
指
導
を
受
け
、
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
等
を
真
剣
に

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

心
肺
蘇
生
が
必
要
な
現
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
行
う
、
素
早
い
処
置
が
そ
の
人
の

命
を
救
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
た
め

ら
う
こ
と
な
く
、勇
気
を
も
っ
て「
１
１
９

番
通
報
」、「
心
肺
蘇
生
」
を
行
い
ま
し
ょ

う
！

　

救
急
講
習
な
ど
に
関
す
る
こ
と
は
、
遠

慮
せ
ず
に
北
部
分
署
へ
お
尋
ね
下
さ
い
！

夏
休
み
中
の
少
年
非
行
・

家
出
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

家
庭
は
小
さ
な
社
会
で
す
。
家
庭
内
の

小
さ
な
約
束
を
守
る
こ
と
が
、
規
範
意
識

を
育
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
決
ま
り
や

約
束
を
守
る
こ
と
で
、
自
分
も
守
ら
れ
る

こ
と
を
家
庭
内
で
し
っ
か
り
と
教
え
て
、
よ

り
よ
い
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
子
供
の
言
葉
や

生
活
態
度
に
注
意
し
て
、

○
行
先
を
告
げ
ず
に
外
出
し

た
り
、
帰
り
が
遅
く
な
る

○
買
い
与
え
て
い
な
い
も
の

を
持
っ
て
い
る

○
片
時
も
携
帯
電
話
を
離
そ
う
と
し
な
い

○
言
葉
遣
い
が
乱
暴
に
な
る

○
携
帯
電
話
が
鳴
っ
て
も
出
な
い

○
学
校
や
部
活
に
行
き
た
が
ら
な
い

○
友
人
関
係
に
変
化
が
み
ら
れ
る

な
ど
、
非
行
の
「
兆
し
」
を
発
見
し
た
場

合
、
早
期
に
適
切
な
指
導
を
行
い
、
子
ど

も
を
非
行
に
走
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

犯
罪
被
害
防
止
★

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
子
供
に
有

害
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
興
味
本
位

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
性
犯
罪
等
の
被
害
に

遭
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
「
青
少
年
が
安
全
に
安

心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
環
境
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
」
や

「
熊
本
県
少
年
保
護
育
成

条
例
」
で
は
、
保
護
者
は

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用
等
に
よ
り
、
子

供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
適
切
な
管

理
に
努
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
子
供
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
犯

罪
被
害
か
ら
守
り
健
や
か
に
育
て
る
た
め

に
も
、
保
護
者
が
子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
状
況
に
関
心
を
持
ち
、
子
供
の
成

長
に
応
じ
た
適
切
な
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

利
用
し
な
が
ら
、
家
族
で
十
分
話
し
合
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
ル
ー
ル
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

7
広報きよら 2018.7



☆
阿
蘇
郡
市
中
体
連
大
会

　

６
月
23
、24
日（
土・日
）に
阿
蘇
郡
市
中
体

連
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。本
校
か
ら
は

野
球
、男
子
卓
球
、女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
出
場
し

ま
し
た
。18
日（
月
）に
選
手
壮
行
会
を
行
い
、

選
手
は
も
ち
ろ
ん
、南
中
生
全
員
で
気
合
を

入
れ
、各
競
技
で
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。壮

行
会
で
は
「
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
出

し
切
り
、自
分
自
身
が
感
動
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
応
援
し
て
く
れ
る
保
護
者
の
方
々
も

感
動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
る
こ
と
、そ

の
頑
張
り
が
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
に
も
な
る
」と
い
う
こ
と

を
話
し
ま
し
た
。２
日
間
を
終
え
て
、結
果
は

卓
球
競
技
が
３
年
生
の
佐さ

と
う
り
お
ん

藤
綾
恩
君
と
杉す
ぎ
こ
う康

輔す
け

君
が
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。他
の
競
技
に
お
い
て
も
、各

自
が
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
し
た
。３
年
生
に

と
っ
て
、こ
れ
ま
で
の
頑
張
り
は
必
ず
自
分
自

身
の
力
に
な
り
ま
す
。下
級
生
は
、そ
の
頑
張

り
を
み
て
、更
に
頑
張
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
大
会
を
通
し
て
、み
ん
な
が
成
長
で
き
た

と
い
え
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
も

充
実
し
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

☆
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
る

　

25
日（
月
）、幸
せ
経
済
社
会
研
究
所
所
長
の

枝え
だ
ひ
ろ
じ
ゅ
ん
こ

廣
淳
子
氏
を
講
師
に
招
い
て
、全
校
生
徒
対

象
の
講
話
を
行
い
ま
し
た
。子
ど
も
達
は
、総
合

的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
南
小
国
町
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す

が
、今
回
は
い
つ
も
と
違
っ
た
面
か
ら
南
小
国
町

に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
、改

め
て
南
小
国
町
の
良
さ
に
気
づ
い
た
り
、課
題

に
気
づ
い
た
り
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。講
話
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
南
小
国
町

の
好
き
な
も
の
は
自
然
や
人
々
の
優
し
さ
な
ど

を
答
え
て
い
ま
し
た
。増
え
て
ほ
し
い
も
の
に
は
、

人
口
や
大
き
な
お
店
な
ど
、し
っ
か
り
と
考
え
て

答
え
て
お
り
、子
ど
も
達
が
ふ
る
さ
と
を
し
っ
か

り
と
愛
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

熊
本
県
高
校
総
体
・
総
文
祭

　

６
月
１
日（
金
）、
熊
本
県
高
校
総
体
・

総
文
祭
の
開
会
式
が
各
会
場
で
行
わ
れ
、

小
国
高
校
か
ら
も
総
勢
63
名
の
生
徒
が
参

加
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
全
力
を
出
し

て
健
闘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
で
良
い

結
果
を
残
し
ま
し
た
。
地
元
開
催
の
ホ
ッ

ケ
ー
部
は
14
年
連
続
男
女
優
勝
を
飾
り
、

九
州
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
ま

た
、
総
文
祭
に
は
美
術
サ
ー
ク
ル
が
熊
本

復
興
を
テ
ー
マ
に
し
た
感
性
豊
か
な
作
品

を
出
展
し
、
他

校
と
の
交
流

を
図
り
ま
し

た
。
今
年
も
在

校
生
は
体
育
館

に
設
置
し
た
ス

ク
リ
ー
ン
で
小

国
高
校
生
の
入

場
行
進
を
観
戦

し
、
声
援
を
送

り
ま
し
た
。
３

年
生
に
と
っ
て

は
高
校
最
後
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
一
人
一
人
の
進
路
実
現
に
向

か
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
次
の
目
標
に

向
か
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

教
育
実
習

　

５
月
28
日（
月
）か
ら
６
月
15
日（
金
）ま

で
の
３
週
間
、
佐さ

さ

き
々
木
隆り

ゅ
う
す
け介

先
生
、
杉す

ぎ
の野

恭き
ょ
う
へ
い平
先
生
の
２
名
が
教
育
実
習
を
行
い
ま

し
た
。
担
当
教
科
は
保
健
体
育
で
、
２
人

と
も
本
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
で
活
躍
さ
れ
て
い

た
先
輩
で
す
。
授
業
だ
け
で
な
く
部
活
動

や
職
員
研
修
等
の
行
事
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ホ
ッ
ケ
ー
の
高
校
総
体
で
は

後
輩
た
ち
を
精
一
杯
応
援
し
、
時
折
ア

ド
バ
イ
ス
を
与
え

る
な
ど
積
極
的
に

生
徒
た
ち
と
交
流

を
図
っ
て
い
ま
し

た
。
短
い
期
間
で

し
た
が
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
も
卒

業
生
と
接
す
る
事

で
多
く
の
学
び
を

得
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長　

石
本
明
史

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い
!!

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
発
足
式
☆

　

涼
し
げ
な
風
鈴
の
音
が
聞
こ
え
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
今
回
は
、
先
月
号
で
予
告
し
て

い
ま
し
た
〝
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
発
足
式
〟

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
！

　

開
会
行
事
で
自
己
紹
介
を
行
い
、
そ
の

後
は
、
歌
で
脳
ト
レ
‼
一
つ
の
歌
を
デ
ュ

エ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
「
前
頭
葉
が
活
性
化

さ
れ
る
」
＝
「
計
画
を
立
て
て
行
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
」
と
、
私
の
好
き
な
元

某
局
の
歌
の
お
兄
さ
ん
が
言
っ
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
班
ご
と
に
練
習
し
て
、

発
表
を
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
バ
ッ
チ
リ

で
し
た
☆
き
っ
と
夏
休
み
の
宿
題
の
計
画

も
バ
ッ
チ
リ
に
な
っ

た
・
・
・
は
ず（
笑
）

　

制
作
活
動
で
は

ビ
ニ
ー
ル
袋
と
タ
コ

糸
を
使
っ
て
〝
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
作
り
〟
を

行
い
ま
し
た
☆
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
そ
れ
ぞ

れ
自
由
に
絵
を
書
き
ま
し
た
が
、
特
に
女
の

子
達
は
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
書
い
て
い
ま

し
た
‼
作
品
が
出
来
上
が
り
、
実
際
に
飛

ば
し
て
遊
ん
で
み
る
と
、綺
麗
に
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
が
開
い
て
降
下
し
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
飛
ば

し
た
り
と
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
♪
♪

　

特
に
男
の
子
達
は
自
分
も
一
緒
に
な
っ

て
飛
ん
で
み
た
り
・
・
・（
汗
）
と
、
可

愛
い
子
ど
も
達
で
し
た
♡

　

閉
会
行
事
で
は
、い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
食
改
さ
ん
か
ら
〝
き
な
こ
蒸
し
パ

ン
〟
の
お
や
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
～
☆

　

梅
雨
が
明
け
る
と
夏
休
み
で
す
ね
！
夏

休
み
に
行
わ
れ
る
〝
第
２
回
夏
の
全
体

会
〟
も
す
で
に
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
‼

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
な
い
小

学
生
も
大
歓
迎
で
す
♡
も
ち
ろ
ん
、
保
護

者
の
方
の
見
学
・
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す

☆
お
気
軽
に

教
育
委
員
会

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
担
当

の
佐
藤
で
し

た
～
☆

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

平
成
30
年
度
「
創
立
40
周
年
記
念
す

ぎ
の
こ
大
運
動
会
」

　

少
し
肌
寒
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

５
月
19
日（
土
）、
本
校
の
運
動
場
に
お
い

て
、
平
成
30
年
度
す
ぎ
の
こ
大
運
動
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
小
国
支
援
学
校
創
立
40
周

年
と
い
う
こ
と
で
、
各
種
目
、
40
周
年
に

ち
な
ん
だ
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
40
周
年

記
念
の
種
目（
40
周
年
だ
よ
！
全
員
集
合
）

で
は
、
昔
懐
か
し
い
玉
入
れ
を
現
代
版
に

ア
レ
ン
ジ
し
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
、
保

護
者
、
そ
し
て
卒
業
生
に
参
加
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。改
め
て
、保
護
者
の
方
々

や
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
共
に
歩
ん

で
き
た
40
年
間
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
い

た
だ
い
た
小
国
高
校
の
み
な
さ
ん
、
来
賓

の
方
々
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り

9
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

小
国
公
立
病
院
の
病
棟
機
能
の
変
更
に
つ

い
て

　

８
月
か
ら
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
」

正
式
導
入
に
向
け
て
、
現
在
病
床
機
能
の

変
更
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
往
来
は
、
主

に
２
階
が
外
科
病
棟
、
３
階
が
内
科
病
棟

と
い
う
、
お
お
ま
か
な
役
割
分
担
が
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
、
両
病
棟
は
内
科
・

外
科
混
合
病
棟
と
な
り
、
患
者
様
の
病
気

の
時
期(

急
性
期
・
回
復
期
・
慢
性
期)

に
よ
り
、
部
屋
を
移
動
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
病
棟
看
護
師
長
よ
り
、
変
化
し
た
病
棟

機
能
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

２
階
病
棟
看
護
師
長　

山
岡
京
子

　

超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
て
い
る
小

国
郷
で
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
高
齢
者
ケ
ア
の

増
大
・
お
一
人
暮
ら
し
の
方
・
認
知
症
を

有
す
る
方
の
増
加
が
あ
る
為
で
す
。「
住

み
慣
れ
た
地
域
」
の
中
で
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
・
住
ま
い
の
５
つ
の
視

点
で
の
取
り
組
み
が
包
括
的
に
継
続
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
医
療
を
提
供
す
る
小
国
公
立
病
院

は
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
一
部
で
す
。
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
（
３
階
に
19
床
）
と
は
急
性

期
治
療
後
の
患
者
様
や
病
状
が
安
定
し
た

患
者
様
に
対
し
て
在
宅
や
介
護
施
設
へ
の

復
帰
支
援
を
行
う
病
床
で
す
。

　

２
階
病
棟
の
看
護
師
の
役
割
は
、
急
性

期
の
入
院
を
迅
速
に
受
け
入
れ
速
や
か
に

治
療
・
看
護
を
開
始
す
る
こ
と
で
す
。（
病

状
・
病
態
に
よ
り
３
階
病
床
へ
入
院
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
）
治
療
や
入
院
と
い
う

慣
れ
な
い
特
殊
な
環
境
で
の
生
活
は
、
特

に
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
日
常
生
活
動
作

の
低
下
や
認
知
機
能
の
変
調
を
き
た
し
や

す
い
の
で
、
入
院
ま
で
の
患
者
様
の
暮
ら

し
や
生
活
力
な
ど
の
情
報
を
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
さ
ん
と
連
携
し
（
小
国
郷
あ
ん
し

ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ケ
ア
情
報
シ
ー
ト
利

用
）、
そ
れ
を
維
持
高
め
る
努
力
を
行
い

な
が
ら
、
急
性
期
の
医
療
看
護
を
提
供
し

ま
す
。
回
復
期
は
３
階
の
包
括
ケ
ア
病
床

へ
部
屋
を
移
動
し
て
頂
き
、
看
護
を
つ
な

い
で
い
ま
す
。

３
階
病
棟
看
護
師
長　

安
藤
幸
代

　

３
階
病
棟
は
、

従
来
の
病
床
（
慢

性
期
お
よ
び
急
性

期
・
小
児
科
・
人

間
ド
ッ
ク
）
に
加

え
今
回
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
が
導
入
さ
れ

る
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
病
院
機
能
変

更
は
、
広
報
な
ど
で
も
ご
存
じ
の
よ
う
に

超
高
齢
化
の
進
む
小
国
郷
で
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
地
域
住
民
の
皆
様
が
願

う
住
み
慣
れ
た
場
所
で
の
生
活
を
支
え
る

た
め
に
医
療
・
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
関

係
者
が
連
携
し
支
援
し
て
い
く
）
を
担
う

た
め
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
で
は
、
主
に
回
復
期
の
患
者
様
の

在
宅
復
帰
支
援
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

現
在
は
移
行
期
間
で
す
が
、
病
室
移
動
な

ど
で
御
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
患

者
様
が
安
心
し
て
在
宅
復
帰
出
来
ま
す
よ

う
に
、医
師
、看
護
師
、リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
、
医
療
福
祉
相
談
員
が
協
力
し
て
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
申
し
出
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
地
域
の
皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
病
院
を
め
ざ
し
て
、
今
後
も
努

力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

職員紹介

　　　下
しもむら

村　茉
ま き

希

▼趣味・特技
　旅行、楽器演奏

▼ひとこと
　医師７年目の下村です。

　小国での生活に慣れつつ、

日々の診療を頑張ります。

　１年間よろしくお願いします。

　　　時
ときまつ

松　沙
さ え

衣

▼趣味・特技
　ギター、作詞作曲

▼ひとこと
　熊本赤十字病院から来ました

看護師の時松です。私は高校生

まで小国町で過ごしました。

　いつも身近にあり、お世話になった事もある小国

公立病院で、地域医療に貢献できるように頑張りた

いと思います。

　　　佐
さ と う

藤　秀
ひでかず

一

▼趣味・特技
　ドライブ、料理

▼ひとこと
　今年看護学校を卒業し、入職

した新人看護士の佐藤です。

　地域医療に貢献できるよう精進し、患者様の心の

支えとなれるよう明るく元気な笑顔で頑張っていき

たいと思っています。よろしくお願い致します。
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地域おこし協力隊 徒然日誌 ７月号
みなさん、こんにちは！地域おこし協⼒隊の
木田みかりです。
4月中旬より、きよらカァサ内にある観光協
会へきております。町⺠の⽅が持ってきてくだ
さったミニトマトとひまわりが駐⾞場に植えてあ
ります。毎日朝から水やりをしながら日に日に
⼤きくなっているところを楽しみに⾒守っていま
す。

先日、かまどでご飯を炊く体験をしてきました。
家で炊くお米と比べ物にならないくらいおいしく、
家にかまどが欲しくなりました。

先月の広報でお知らせしましたが、改めてご
案内します！
⽴岩水源でフットパスを開催予定です。
-------------------
日時：7/21（土）

9：00〜（役場集合）
料⾦：2000円
申込⽅法：0967-42-1444
南小国町観光協会まで、お電話ください。
※申込締切：7/13（⾦）
-------------------
興味のある⽅は、是非ご連絡ください！

「【3Dプリンター体験】ツボ押しグッズをつ
くろう」のお知らせ

こんにちは！地域おこし協力隊のワタナ
ベです。
今回は、3Dプリンター体験ワークショッ

プのお知らせです。

3Dプリンターを使用して、ツボ押しグッズ
を作ります！
3D CADソフトを利用してパソコンでデー

タを作りますが、とても簡単に作ることが
出来ます。パソコンになれていない方でも
大丈夫です。

一足早くこのワークショップを体験して頂
いた様子がケーブルテレビで放送予定で
す。そちらもぜひご覧下さい。

■開催日時：
7月21日（土）午後１時～午後３時
7月22日（日）午後１時～午後３時
定員：各日３人
■対象：5歳以上の南小国町民
（未就学児は保護者同伴でお願いします）
■参加費：2,000円
■参加お申し込み：役場 農林課

☎（４２）１１１４

参加される日時と参加される方のお名前
をお伝えください。

お待ちしています！！
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福
祉
課
と
教
育
委
員
会
で
協

議
し
、３
年
前
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）
の
先
生
と
倉

岡
と
で
３
保
育
園
に
行
き
、「
英

語
で
遊
ぼ
う
活
動
」
を
し
て
い

ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
が
、
４

月
か
ら
エ
ド
ウ
ィ
ン
先
生
か
ら

久
保
田
サ
ラ
先
生
に
変
わ
り
ま

し
た
。
サ
ラ
先
生
も
エ
ド
ウ
ィ

ン
先
生
と
同
じ
考
え
で
、「
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら
英
語

に
ふ
れ
た
が
い
い
で
す
ね
。」

と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
本
年

度
も
年
３
回
保
育
園
に
行
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
１
回
目
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
し
た
。
６
月
７
日

に
黒
川
保
育
園
６
月
11
日
に
市

原
保
育
園
６
月
21
日
に
中
原
保

育
園
に
行
き
ま
し
た
。
ど
の
保

育
園
で
も
た
い
へ
ん
盛
り
上
が

り
、
活
発
な
英
語
で
遊
ぼ
う
活

動
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

市
原
保
育
園
に
お
け
る
活
動
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

ｍ
ｏ
ｒ
ｎ
ｉ

ｎ
ｇ
」
と
声
を
出
し
、
教
室
に

入
る
と
園
児
た
ち
が
元
気
よ
く

「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
」
と
返

し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
サ
ラ

先
生
を
紹
介
す
る
た
め
に
「
Ｗ

ｈ
ａ
ｔ　

ｉ
ｓ　
ｙ
ｏ
ｕ
ｒ　

ｎ
ａ
ｍ
ｅ
？
」
と
尋
ね
る
と
サ

ラ
先
生
が
「
Ｍ
ｙ　

ｎ
ａ
ｍ
ｅ

　

ｉ
ｓ　

Ｓ
ａ
ｒ
ａ
」
私
の
名

前
は
、
サ
ラ
で
す
。
と
答
え
ら

れ
ま
し
た
。次
に
サ
ラ
先
生
が
、

「
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ　

ｉ
ｓ　
ｙ
ｏ
ｕ

ｒ　

ｎ
ａ
ｍ
ｅ
？
」
と
尋
ね
ら

れ
る
の
で
答
え
る
こ
と
が
で
き

る
人
は
、
手
を
挙
げ
て
下
さ
い

と
私
が
園
児
に
言
う
と
何
人
も

の
園
児
が
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
サ
ラ
先
生
が
英
語
で

質
問
さ
れ
る
と
園
児
た
ち
が
英

語
で
答
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
次
に
英
語
で
ジ
ャ
ン
ケ

ン
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
グ
ー

は
、
ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
（
ロ
ッ
ク
、
石
）

で
す
。
チ
ョ
キ
は
、
ｓ
ｃ
ｉ
ｓ

ｓ
ｏ
ｒ
ｓ
（
シ
ー
ザ
ー
、ハ
サ
ミ
）

パ
ア
ー
は
、ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
（
ペ
ー

パ
ア
、紙
）
で
す
。
ロ
ッ
ク
、シ
ー

ザ
ー
、
ペ
ー
パ
ア
、
ワ
ン
、
ツ

ウ
、
ス
リ
ー
で
サ
ラ
先
生
と
園

児
が
一
斉
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
し
ま

す
。
サ
ラ
先
生
に
勝
っ
た
園
児

と
あ
い
こ
だ
っ
た
園
児
が
残
っ

て
い
き
ま
す
。
数
回
し
て
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
実
物
の
く
だ
も
の
を

見
て
英
語
で
言
う
活
動
し
ま
し

た
。
興
味
を
持
た
せ
る
た
め
に
、

袋
に
り
ん
ご
、
み
か
ん
、
と
う

も
ろ
こ
し
を
入
れ
、
園
児
の
手

が
届
く
所
に
穴
を
開
け
ま
し

た
。
中
を
見
な
い
で
手
で
さ
わ

り
、
何
の
く
だ
も
の
か
あ
て
さ

せ
ま
し
た
。り
ん
ご
、み
か
ん
は
、

あ
た
り
ま
し
た
が
、
と
う
も
ろ

こ
し
を
タ
ケ
ノ
コ
と
い
っ
た
の

が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

サ
ラ
先
生
が
、
リ
ン
ゴ
を
か

か
げ
、ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
（
ア
ー
プ
ル
）

と
発
音
さ
れ
ま
す
。
つ
づ
い
て

園
児
た
ち
が
大
き
な
声
で
ア
ー

プ
ル
と
言
い
ま
す
。
み
か
ん（
ｏ

ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
）
と
う
も
ろ
こ
し

（
ｃ
ｏ
ｒ
ｎ
）
と
発
音
し
て
い
き

ま
す
。

　

活
動
が
終
わ
り
、
サ
ラ
先
生

が
ｓ
ｅ
ｅ　

ｙ
ｏ
ｕ　

ａ
ｇ
ａ

ｉ
ｎ
（
シ
ー　

ユ
ウ　

ア
ゲ
イ

ン
）
と
お
っ
し
ゃ
る
と
園
児
た

ち
も
大
き
な
声
で
言
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
サ
ラ
先
生
の
所
に
走

り
よ
り
ま
し
た
。
私
の
所
に
も

数
名
来
て
く
れ
た
の
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

数
日
後
、
主
任
保
育
士
の

佐
藤
夏
美
先
生
は
、
次
の
よ
う

に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
生

の
英
語
が
聞
け
て
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。
小
学
校
３
年
生

か
ら
英
語
を
勉
強
す
る
こ
と

に
な
る
こ
と
だ
し
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
か
ら
生
の
英
語

に
触
れ
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

園
児
た
ち
が
、
や
さ
し
い
女
の

先
生
だ
ね
。
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。」
私
も
「
そ
う
だ
ね
」
と
思

い
ま
し
た
。

　

今
後
、
２
回
目
を
９
月
に
３

回
目
を
12
月
に
実
施
す
る
計
画

で
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

171

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
国
際
感
覚
を

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　英語でジャンケンゲーム

  フルーツの数え方

広報きよら 2018.7
12



「
み
な
み
お
ぐ
に
の
味
」６
月

　

南
小
国
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
産
地
消
の
給
食

づ
く
り
を
目
指
し
、
南
小
国
町

産
の
食
材
が
主
役
と
な
る
日
の

献
立
を「
み
な
み
お
ぐ
に
の
味
」

と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
学
ん
で
も
ら
う

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
の
「
み
な
み
お
ぐ
に
の

味
」
は
、
髙た

か
む
ら村

秀ひ
で
あ
き明

さ
ん
（
陣

内
）が
育
て
た「
メ
ロ
ン
」で
す
。

メ
ロ
ン
は
生
育
が
非
常
に
難
し

く
、
温
度
管
理
や
水
の
調
整
等

に
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ

ば
、
大
き
さ
と
甘
さ
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
出
荷
や
食
卓
に
上
が

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
慮
し
て
熟

し
加
減
を
調
整
す
る
こ
と
も
重

要
で
、
今
回
は
給
食
で
提
供
さ

れ
る
日
に
お
い
し
さ
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
よ
う
に
準
備
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
メ
ロ
ン
は
と
て
も
甘

く
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
、
素
晴
ら
し

い
デ
ザ
ー
ト
に
喜
び
、
名
残
惜

し
そ
う
に
皮
の
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

果
肉
を
食
べ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
「
み
な

み
お
ぐ
に
の
味
」
を
提
供
し
、

子
ど
も
た
ち
の
給
食
が
よ
り
楽

し
く
、
有
意
義
な
も
の
と
な
る

よ
う
給
食
セ
ン
タ
ー
一
同
で
が

ん
ば
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

☎（
４
２
）０
０
４
７

５
月
の
新
刊
図
書
紹
介
！

〈
新
刊
図
書　

16
冊
〉

①
騙
し
絵
の
牙

②
Ａ
Ｘ（
ア
ッ
ク
ス
）

③
Ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
２　

エ
ピ
ソ
ー
ド
Ｓ

④
真
田
十
勇
士
１　

参
上
、
猿

飛
佐
助

⑤
真
田
十
勇
士
２　

決
起
、
真

田
幸
村

⑥
真
田
十
勇
士
３　

激
闘
、
大

坂
の
陣

⑦
が
っ
こ
う

だ
っ
て
ど
き

ど
き
し
て
る

⑧
恩
讐
の
鎮
魂
曲

⑨
追
憶
の
夜
想
曲

⑩
花（
小
学
館
の
図
鑑
Ｎ
Ｅ
Ｏ
）

⑪
い
っ
ぺ
ん
や
っ
て
み
た
か
っ

て
ん

⑫
砂
・
泥
あ
そ
び　

雨
の
日
あ

そ
び　

水
あ
そ
び
・
・
・

⑬
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や
す

い
！
緑
の
カ
ー
テ
ン
育
て
方

⑭
面
倒
く
さ
が
り
屋
の
僕
が

３
ヵ
月
で
英
語
を
話
せ
る

⑮
あ
や
か
し
草
紙　

三
島
屋
変

調
百
物
語
伍
之
続

⑯
明
日
の
子
供
た
ち

　

南
小
国
町
の
読
書
環
境
を
整
備

す
る
た
め
に
、
昨
年
度
か
ら
県
の

読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
数
回
お
い

で
い
た
だ
き
、
図
書
室
の
充
実
に

向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
は
、

そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
沿
っ
て
取
組

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、今
回
の
図
書
紹
介
は
、土
・

日
に
町
の
図
書
室
の
お
世
話
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
室
原
酒
店
の

室む
ろ
は
ら原

知ち

か佳
さ
ん（
本
町
）で
す
。
長

年
に
わ
た
っ
て
図
書
室
の
管
理
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
町
の

図
書
室
を
い
つ
も
大
事
に
思
っ
て

く
れ
る
大
切
な
人
で
す
。

　

５
月
も
16
冊
の
新
刊
図
書
を
購

入
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
応
え
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
本
の
購
入
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
育
委
員
会（
河
津
）ま

で
お
電
話
下
さ
い
！

行
き
た
い
町
の
図
書
室
づ
く
り

― 

図
書
室
紹
介 

― 

パ
ー
ト
４　

　

県
の
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
ま
し
た
！

孤
狼
の
血

　

日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
史
に
残

る
、
今
世
紀
最
高
の
悪
徳
警

官
小
説

　
　
〈
柚
月 

裕
子　

著
〉

凶
犬
の
眼

　

警
察
Ｖ
Ｓ
ヤ
ク
ザ
の
意
地

と
誇
り
を
賭
け
た
狂
熱
の
物

語
　
　
〈
柚
月 

裕
子　

著
〉

教育委員会からのお知らせ
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ｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各事業別の条件 

（上記共通条件に加え、各事業、新耐震・旧耐震※１の別に次の条件があります。） 

耐震改修設計 耐震改修工事 

耐震改

修設計 

＋ 

耐震改

修工事 

建替え工事

建替え

設計 

＋ 

建替え

工事 

耐震シェルター工事 

新耐震※１ 旧耐震※２

通条件のみ 

耐震診断の結果、 

倒壊の可能性あり 

耐震診断の結果、 

倒壊の可能性あり 

＋ 

被災者生活再建支援

金の支給対象ではな

い 

耐震診断の

結果、倒壊

の可能性あ

り 

＋ 

大規模半壊

以上の被災 

共通条件の

み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 熊本地震発災後で町が定める期間に上記要件を満たす耐震改修設計・工事等を補助を受

けずに行われた方は、遡って補助を受けることができる場合があります。詳しくは下記ま

でおたずねください。 

 建設課 水道住宅係 申込み・問合せ先 
           ☎（４２）１１１４ 

※１ 新耐震：新耐震基準の場合(昭和５６年６月１日以降に着工したもの) 
   旧耐震：旧耐震基準の場合(昭和５６年５月３１日以前に着工したもの) 
※ 耐震診断については「木造住宅耐震診断士派遣事業」という補助制度があります。

詳しくは熊本県建築住宅センター（096-385-0771）までお問い合わせ下さい。
（自己負担 5,000 円又は 19,000 円） 

※ 耐震診断で、「耐震性あり」の診断結果が出た場合は、いずれも対象外です。 
 

補助の主な条件 

各事業別の条件
 （上記共通条件に加え、各事業、新耐震・旧耐震※１ の別に次の条件があります。）

耐震シェルター工事

新耐震※1 旧耐震※1

耐震診断
の結果、
倒壊の可
能性あり

又は
大規模半
壊以上の

罹災

耐震診断の結果、
倒壊の可能性あり

共通条件
のみ

耐震改修設計 耐震改修工事 建替え工事

共通条件
のみ

耐震診断の結果、
倒壊の可能性あり

＋
被災者生活再建支援
金の支給対象ではな

いもの

共通条件
・戸建て木造

・在来軸組構法、枠組壁工法（ツーバイフォー工法）又は伝統的構法

・階数３以下

・昭和56年5月31日以前に着工　又は 熊本地震により罹災

・現に所有者が居住
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14



 

 

 

ｂん、ｍ。・」 」」」」」」」」」」」」ｎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南小国町では、今後の大地震に備え、住民の皆様が安心して住み続けられ
る住まいの確保を図るため、戸建て木造住宅の耐震改修設計、耐震改修費用
等の補助制度を設けています。 

 

 
 

補助率 ４／５以内 

補助金の額 最大１００万円 

 

耐 震 改 修 設 計 
＋ 耐 震 改 修 工 事 

金物に 
よる補 
強の例 

募集期間：平成 30 年 6 月 1 日（金） 
～平成 30 年 10 月 31 日（水） 

午前 8：30～午後 5：15（土日祝日は除く）

 
 

補助率 ２／３以内 

補助金の額 最大２０万円 

     

耐 震 改 修 設 計  

 

 

 

補助率 ４／５以内 

補助金の額 最大１００万円

 

  
 

補助率 １／２以内 

補助金の額 最大６０万円 

 

耐 震 改 修 工 事 

 
 

補助率 ２３％以内 

補助金の額 最大６０万円 

建 替 え 工 事 

 
 

補助率 １／２以内 

補助金の額 最大２０万円 

 

耐 震 シ ェ ル タ ー 

地震で住宅が倒壊し

ても寝室や就寝スペ

ースを守る装置 

耐震シェルター 

建替え設計＋建替え工事 

耐 震 改 修 建 替 え 

15
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

○南小国町職員採用試験

職　種 区　分 採用予定人数 受験資格 試験日・会場

一般事務 高等学校
卒業程度 ３人程度

昭和 62年４月２日から
平成 13年４月１日まで
に生まれた人

第１次試験　9月 16 日（日）
熊本県立阿蘇中央高等学校

（阿蘇校舎）

第２次試験　10 月中旬予定
管理センター

保育士 資格免許職 １人程度

昭和 63年４月２日から
平成 11年４月１日まで
に生まれた人で、保育
士の資格を有する人ま
たは取得見込みの人

■受付期間　　７月 23 日（月）～８月 10 日（金）まで（土日を除く）
■受付時間　　午前８時 30 分～午後５時
■問い合わせ　総務課　総務係　☎（４２）１１１１

○小国町外１ヶ町公立病院組合職員採用試験

職　種 区　分 採用予定人数 受験資格 試験日・会場

一般事務 高等学校
卒業程度 １名程度

昭和63年４月２日から
平成13年４月１日まで
に生まれた人

第１次試験　9月 16 日（日）
熊本県立阿蘇中央高等学校

第２次試験　11 月上旬予定
小国町宮原

（おぐに老人保健施設）

■受付期間　　７月 23 日（月）～８月 10 日（金）まで（土日祝日を除く）
■受付時間　　午前８時 15 分～午後５時
■問い合わせ　小国公立病院事務局　☎（４６）３１１１

○阿蘇広域行政事務組合職員採用試験

職　種 採用予定人数 職務内容 受験資格

消　防 ７人程度 消防部局に勤務し、消防業務に従事します
平成４年４月２日から
平成 13年４月１日まで
に生まれた人

※上記試験の合格者は、10 月下旬頃に二次試験を実施します。
■受付期間　　７月 23 日（月）から８月 10 日（金）まで（土日祝を除く）
■受付時間　　午前８時 30 分～午後５時
■問い合わせ　阿蘇広域行政事務組合事務局総務課　人事係　☎（２４）５１１１

○消防設備士試験験

試験種類 試験日 願書受付期間 試験地

甲種全類
乙種全類

第１回８月 26 日（日）
第２回９月９日（日）

書面申請 ７月10日（火）～20日（金）
熊本市

電子申請 ７月７日（土）～ 17 日（火）

※願書等の配置場所は、消防試験研究センター熊本県支部、熊本市消防局・県下消防本部および県消防保安
課に６月 18 日（月）以降配置します。

■問い合わせ　消防試験研究センター熊本県支部　☎０９６（３６４）５００５

30
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「
く
ま
も
と
農
業
経
営
相
談

所
」の
開
設
に
つ
い
て

　

今
年
度
よ
り
、
農
業
者
の
皆

さ
ん
の
様
々
な
経
営
課
題
を
解

決
す
る
目
的
で
、
熊
本
県
農
業

会
議
に
よ
る
「
く
ま
も
と
農
業

経
営
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

税
理
士
や
中
小
企
業
診
断
士

な
ど
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
支

援
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

相
談
に
は
所
定
の
申
込
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
役
場
農
林
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
課　

農
政
係

☎（
４
２
）１
１
１
４

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
の

ご
紹
介

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
農
業
経

営
者
ご
と
の
収
入
全
体
を
対
象

と
し
た
農
業
経
営
収
入
保
険
制

度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
家
の
方
な

ど
、
一
定
条
件
を
満
た
す
方
の

収
入
を
補
償
す
る
保
険
制
度
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
掛
捨
方
式
と
積
立

方
式
の
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
て

お
り
、
一
部
国
庫
補
助
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
品
目
の
限
定
が

な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
農
作

物
が
補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最

寄
り
の
農
業
共
済
組
合
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
農
業
共
済
組
合

阿
蘇
支
所　

北
部
出
張
所

☎（
４
６
）３
４
８
８

町
内
の
女
性
参
加
者
募
集
！

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
、
町
外
よ
り
男
性
を

募
集
し
、
も
の
づ
く
り
や
ス

イ
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
く
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
28
日（
土
）～
29
日（
日
）

■
対
象　

町
内
在
住
の

40
歳
以
下
独
身
女
性

■
参
加
費　

１
万
円（
宿
泊
費
含
）

■
宿
泊
先

安
ら
ぎ
の
夢
別
荘　

き
ら
ら

■
人
数　

先
着
10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
林
課　

農
政
係

☎（
４
２
）１
１
１
４

九
州
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
台
風
時
の
停
電
情
報
を

　

チ
ェ
ッ
ク
！

　

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、

電
話
が
繋
が
り
に
く
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
台
風
な
ど
非

常
災
害
時
の
停
電
情
報
は
九
州

電
力
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

※
台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、

ご
登
録
頂
い
た
携
帯
電
話
に
停

電
情
報
を
配
信
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

情報メール配信サー
ビス登録用 QR コード

○自衛官募集

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 試験会場

一般曹候補生

18 歳以上
27 歳未満

７月１日～
９月７日

１次 : ９月 22 日
２次 :10 月 12 日～ 17 日
（内１日指定）

筆記試験
（５箇所）
①熊本会場
②八代会場
③玉名会場
④天草会場
⑤阿蘇会場
阿蘇地域振興局
※身体検査・
　口述試験
（北熊本駐屯地）

自衛官候補生

年間を通して行って
おります。
※９月の試験
７月１日～９月７日
※新卒高校生は９月
22 日からの受験に
なります。

受付時にお知らせします。
※９月の試験
筆記試験：９月 22 日
身体検査・口述試験
男子：10 月２日～ 11 日
女子：10 月２日～ 10 日
（内１日指定）

航空学生

18 歳以上 23 歳未
満の者
（高卒者（見込含）
又は高専３年次修
了者（見込含）

７月１日～９月７日
１次 : ９月 17 日
※２次以降は別途連絡し
ます。

【１次試験】
熊本地方合同庁舎
※２次以降は別途
連絡します。

■問い合わせ　自衛隊熊本地方協力本部阿蘇地域事務所　☎０９６７（２２）４５７５
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Ｓ
Ｍ
Ｏ
南
小
国
設
立
記
念
セ
レ

モ
ニ
ー
・
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

南
小
国
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
（
Ｓ

Ｍ
Ｏ
南
小
国
）
の
設
立
を
記
念

し
ま
し
て
、
記
念
講
演
と
当
組

織
の
事
業
説
明
な
ど
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ

い
。（
要
申
し
込
み
）

■
日
時

７
月
30
日（
月
）

午
後
1
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
所

き
よ
ら
ホ
ー
ル

■
定
員

１
０
０
人

※
先
着
受
付
に
て
満
員
に
な
り

次
第
受
付
終
了

■
講
師

・
第
１
部

「
セ
グ
ウ
ェ
イ
を
活
用
し
た
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
」

セ
グ
ウ
ェ
イ
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取

締
役

大お
お
つ
か
ひ
ろ
し

塚
寛　

様

・
第
２
部

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力

あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
」

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
主
席

研
究
員

藻も
た
に谷

浩こ
う
す
け介　

様

■
主
催

株
式
会
社
Ｓ
Ｍ
Ｏ
南
小
国

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
課　

企
画
商
工
観

光
係

☎（
４
２
）１
１
１
２

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

井
原
美
恵
子　
様　

合
志
市

（
故
）安
達　

重
行　

様　

後
藤
加
代
美　
様　

杉
田
上

（
故
）元
夫　

様　
　
　
　

秋
吉　

京
子　
様　

松
の
木

（
故
）金
徳　

様　
　
　
　

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
々
よ
り
多
額
の
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
た
。

北
里　

光
也　
様　

黒　

川

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

ね
え

 

　キミ
！

ね
え

 

　キミ
！

 

あ
っ

流
れ
星
!!

 

あ
っ

流
れ
星
!!

夏
の
夜
空
は

キ
レ
イ
ラ
ヨ

夏
の
夜
空
は

キ
レ
イ
ラ
ヨ

思
い
つ
く
ま
で

待
っ
て
欲
し
い

　
　
　
ん
ラ
ヨ

思
い
つ
く
ま
で

待
っ
て
欲
し
い

　
　
　
ん
ラ
ヨ

願
い
事

す
る
ん
ラ
ヨ
！

願
い
事

す
る
ん
ラ
ヨ
！

ね
が
ね
が

ご
と
ご
と

願
い
事

　
願
い
事
・・・

願
い
事

　
願
い
事
・・・

ね
が
ね
が

ご
と
ご
と

ね
が
ね
が

ご
と
ご
と

お
も
お
も

まま

ほほ

な
つ
な
つ

よ
ぞ
ら

よ
ぞ
ら

な
が
な
が

ぼ
し
ぼ
し

え
!?
え
!?

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

句
碑
守
ら
も
老
い
て
し
ま
い
し
夏
厳　
　
　
　

日
隈　

白
龍

紫
陽
花
の
道
元
と
回
り
病
良
し　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

整
然
と
縦
横
斜
植
田
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

日
隈
湯
風
呂

子
等
が
来
て
ど
じ
ょ
う
採
り
へ
と
な
る
田
植　

上
島　

敬
次

老
ど
ち
の
旅
行
の
留
守
に
田
植
済
み　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

畑
打
つ
や
麦
わ
ら
帽
子
背
な
に
お
き　
　
　
　

日
隈　

初
美

小
綬
鶏
の
呼
び
こ
む
声
に
ふ
り
む
い
て　
　
　

北
里　

典
子

六
月
の
旅
は
雨
傘
友
と
し
て　
　
　
　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

境
内
の
子
等
見
守
り
つ
緑
陰
に　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

7/
13金 子育て広場き☆ら☆ら　10：00～　りんどう荘

 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

14 土

15 日

16 月 海の日

17 火

18 水

19 木 心配ごと・行政相談　10：00～12：00　りんどう荘

20 金 定期法律相談　13：30～　役場会議室

21 土 立岩水源フットパス　9：00～

22 日
市原祇園祭（前夜祭）　19：00～　市原天満宮
九州プロレス　「南小国ば元気ににするばい！」
15：30開場　16：00～試合開始　市原小学校体育館

23 月 市原祇園祭（本祭）　7：00～　町内

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日 第29回阿蘇郡消防操法大会　9：00～ 役場駐車場

30 月 SMO南小国設立記念セレモニー　13：30～
きよらホール

31 火 固定資産税　第2期納期限
国民健康保険税　第2期納期限

8/
1水 乳児健診　13：15～受付　おぐに老人保健施設

※13：00から入場可能

2 木

3 金
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　小国町福祉センター   悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

4 土 第25回ふくし夏まつり　17：00～
　ＪＡ小国郷中央支所

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木 3歳児健診　13：15～受付　おぐに老人保健施設
※13:00から入場可能

10 金 子育て広場き☆ら☆ら　10：00～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

11 土 山の日

12 日

13 月

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

6
／
8
生　

佐
藤　

大た
い
が河
く
ん

　
（
父
）俊
一･

（
母
）麻
美　
　

扇　

下

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に　

髙
村
健
志
♡
池
畑　
緑　
　
永
　
山

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

6
／
1
　
黒
川　
眞
澄（
80
）滝
ノ
口

6
／
7
　
室
原　
次
人（
88
）矢
津
田
団
地

6
／
18
　
橋
本　
春
己（
84
）志
津
上

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（5月31日現在）

世帯数　1,783世
帯

（＋13）
　男　　1,929人

（±0）
　女　　2,172人

（＋6）
　計　　4,101人

（＋6）
※（ ）は前月比

７月・８月平成30年
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つ
く

南
小
国
町
広
報
誌
　

広
報

 き
よ

ら
－

自
然
と
調
和
し
た

『
き
よ
ら
の
郷
』

づ
く
り
－
　

№
6
5
6

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

6月
生まれ
希望者
のみ
掲載

　（父）徳一さん

　（母）夏子さん

大きくなったね！
これからも、たくさん笑って
元気いっぱいすくすく成長し
てね！

河津　蒼依 ちゃん
あおあお いい はるはる かか

29.6.5生

中湯田
　（父）清文さん

　（母）佐知子さん

1 歳のお誕生日おめでとう
♡これからもたくさんの可愛
い笑顔を見せてね！

穴井　陽花 ちゃん
29.6.10生

　

BIRTHDAY
   H

A
PPY

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

今月の１枚

Picture for this month

【
編
集
後
記
】

　

そ
ろ
そ
ろ
梅
雨
も
あ
け
て
、

暑
い
夏
が
き
ま
す
ね
。

　

７
月
・
８
月
の
夏
休
み
期
間
は

町
内
も
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
多
く
賑
や
か
な
時
期
で
す
。

　

ま
た
、
７
月
22
日（
日
）に
は

九
州
プ
ロ
レ
ス
さ
ん
が
市
原
小

学
校
体
育
館
で
「
南
小
国
ば
元

気
に
す
る
ば
い
！
」
と
銘
打
っ

た
試
合
を
開
催
し
ま
す
。
プ
ロ

レ
ス
の
試
合
を
見
て
、
元
気
に

夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

▼
今
月
の
１
枚

　

黒
川
保
育
園
の
園
児
達
が
７

月
20
日（
金
）に
行
わ
れ
る
夕
涼

み
会
で
発
表
す
る
「
や
ま
な
み

太
鼓
」
の
練
習
風
景
を
取
材
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

６
月
１
日（
金
）に
や
ま
な
み

太
鼓
Ｏ
Ｂ
の
松ま
つ
ざ
き﨑

郁い
く
ひ
ろ洋

さ
ん（
黒

川
）
が
今
年
も
指
導
を
さ
れ
、

園
児
達
は
真
剣
に
太
鼓
の
た
た

き
方
や
動
き
な
ど
を
繰
り
返
し

練
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
衣
装
を
着
て
発

表
す
る
そ
う
で
す
。（
Ｓ
）
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